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１ 基本構想と市政運営について 

 

２ 地方創生施策の推進について 

 

３ 移住定住・人口減少対策について 
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午前９時２４分開会 

○委員長（村岡 峰男） おはようございます。 

それでは、定刻の前ですが、おそろいですので、総

務委員会を開会いたします。 

 ４月に入って気候もよくなったと思っとったん

ですが、昨日は寒かったですね。私も昨日は朝から

地元のお寺の祭りで、朝から準備やら、雨の中やり

ました。肝腎の餅まきがあって、その時間帯が人が

大勢来られるはずなんですが、やっぱし一番その時

間帯がよく降っとって、それでも結構な人がお見え

になったようです。早く本当の春になってほしいな

と思っています。 

 また、昨日は、待ちに待った人もあろうし、あま

り待ってない人もあると思うんですが、万博が開会

なりました。テレビで見たら、雨の中、本当に参加

者も気の毒な感じがしましたね。何かテレビっちゅ

うのはそういう場面ばっかし映すのかもしれませ

んが、雨宿りをしたり、傘がぴゅっと反対に広がっ

たりという場面を見ながら、せっかくの開会式なの

に、悪い天候になったなと思ったりしておりました。

まだ半年間ですね、ありますから、行かれる方もあ

ると思うんですが、ぜひ天気のいいときに行ったほ

うがいいな、６月以降は熱中症の心配もあるようで

すので、時期を見て参加できる人は行かれたらいい

なと思ったりしてます。以上です。 

 委員の皆さんは、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上のフォル

ダー、ホーム、総務委員会、総務２０２５０４１４

が本日の委員会のフォルダーです。そこに本日の委

員会次第や資料を配信しております。 

 本日の当局職員出席者についてでありますが、昨

年同様、前後半２つのグループに分けております。

まず、前半は、議会事務局、市長公室、行政管理部、

危機管理部、消防本部の職員に出席を要請しており

ますので、ご了承願います。 

 それでは、３の自己紹介に入ります。 

 今回は年度当初の委員会であり、４月の人事異動

で当局職員に異動がありましたので、ここで出席者

の皆さんに自己紹介をお願いをしたいと思います。 

 まずは、正副委員長、次に委員、続いて当局職員、

最後に事務局という順でお願いします。 

 なお、当局職員は、委員会名簿順で、マイクを使

用してお願いします。 

 立ちましょうかね、改めまして、委員長の村岡で

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員（芹澤 正志） 皆様、おはようございます。

副委員長の芹澤です。よろしくお願いします。 

○委員（石田  清） 委員の石田です。よろしくお

願いします。 

○委員（西田  真） おはようございます。委員の

西田です。よろしくお願いします。 

○委員（岡本 昭治） おはようございます。委員の

岡本です。よろしくお願いいたします。 

○委員（芦田 竹彦） おはようございます。同じく

委員の芦田でございます。どうぞよろしくお願いし

ます。 

○委員長（村岡 峰男） じゃあ、当局お願いします。 

○事務局長（坂本英津子） おはようございます。議

会事務局長の坂本です。よろしくお願いします。 

○事務局次長（佐田美佐樹） おはようございます。

議会事務局次長の佐田でございます。よろしくお願

いいたします。 

○委員長（村岡 峰男） すみません、マスクの方、

自己紹介のときだけでもちょっと外してくれませ

んか。 

○事務局次長（佐田美佐樹） 議会事務局次長の佐田

と申します。よろしくお願いいたします。 

○市長公室長（谷口 雄彦） おはようございます。

市長公室長の谷口でございます。よろしくお願いし

ます。 

○市長公室次長兼秘書広報課長（藤本  充） おは

ようございます。市長公室次長兼秘書広報課長の藤

本でございます。総務委員会、２年目となります。

どうぞよろしくお願いします。 

○秘書広報課参事（桒垣 敦子） おはようございま

す。秘書広報課参事の桒垣と申します。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○経営企画課長（真狩 直哉） おはようございます。

経営企画課長の真狩と申します。どうぞよろしくお
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願いします。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（橋本 直紀） おはよ

うございます。デジタルトランスフォーメーショ

ン・行財政改革推進課長の橋本です。どうぞよろし

くお願いします。 

○行政管理部長（野村 亮太） おはようございます。

行政管理部長の野村です。引き続きよろしくお願い

します。 

○財政課長（長谷川幹人） 財政課長の長谷川と申し

ます。よろしくお願いいたします。 

○財政課参事（宇野 友喜） おはようございます。

財政課参事の宇野です。よろしくお願いします。 

○資産活用課長（植田 孝志） おはようございます。

資産活用課長の植田といいます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○危機管理部長（畑中 聖史） おはようございます。

危機管理部長の畑中です。どうぞよろしくお願いし

ます。 

○危機管理課長（松岡 久雄） おはようございます。

危機管理課長の松岡と申します。よろしくお願いし

ます。 

○消防長（井﨑 博之） おはようございます。消防

本部消防長の井﨑でございます。よろしくお願いい

たします。 

○消防本部参事（中地  修） おはようございます。

消防本部参事の中地です。よろしくお願いいたしま

す。 

○消防本部参事兼警防課長（田中 陽一） おはよう

ございます。消防本部豊岡消防署署長を兼ねて警防

課長の田中でございます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○予防課長（中尾  浩） おはようございます。消

防本部予防課長の中尾と申します。どうぞよろしく

お願いします。 

○委員長（村岡 峰男） ありがとうございました。 

 今年度は、当分の間、このメンバーで委員会審査

を対応いただくことになりますので、どうぞよろし

くお願いいたします。あっ、ごめんなさい、後ろ、

目がないんで。 

○事務局主幹（山本 雅彦） すみません、失礼しま

す。議会事務局、山本です。この委員会を担当させ

ていただきます。よろしくお願いします。 

○委員長（村岡 峰男） 申し訳ございませんでした。 

 なお、後半の部では、委員の皆さんには自己紹介

をしていただきますので、よろしくご了承願います。 

 それでは、４の協議事項に入ります。 

 １、委員会所管事項の事務概要についてを議題と

いたします。 

 まず、当局から一通りの説明を受けた後、各委員

から質疑等を受けたいと思います。 

 なお、委員の皆さん、当局の皆さんは、質疑、答

弁に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡

潔明瞭に行うなど、スムーズな議事進行にご協力を

お願いいたします。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用して発言者名を名のってから行ってい

ただきますよう、ご協力をお願いします。 

 それでは、当局から、ページ順で説明願います。 

 まず、市長公室からお願いします。 

 どうぞ。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 経営企画課分につい

て説明させていただきます。 

 ３ページをお願いします。地方創生（人口減少）

対策の推進です。 

 現況と課題です。人口減少は、まちの存続に関わ

る非常に大きな問題となっています。本市では、人

口減少の緩和策を通じ、豊岡で暮らす価値と魅力を

高める質的転換による地域活力の維持を同時に図

りながら、総力を挙げた地方創生を戦略的に進めて

いく必要があります。 

 基本方針です。本市の地方創生総合戦略は毎年度

見直しを行っており、本年度は、第６版の下、戦略

的、効果的に推進していくこととしています。今年

度は、市の重要課題の一つである人口減少対策をよ

り効率的、効果的に推進するため、２０２６年度か

らの後期市政経営方針と一体的に第３期地方創生

総合戦略を策定することとします。 

 概要です。第３期地方創生総合戦略の策定です。
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策定時期は、２０２６年３月を予定しています。内

容は、後期市政経営方針の策定と並行し進めます。

なお、国は国の計画を反映した総合戦略の策定を求

めているため、国の計画に沿った形で進めることを

検討しています。 

 次に、４ページをお願いします。民間事業者等と

の連携推進です。 

 現状と課題です。多様化する地域課題は行政だけ

では解決することが難しくなってきております。そ

のため、民間の柔軟な発想やアイデアなどを取り入

れ、民間と行政双方のリソースを生かして新たな価

値を創造し、解決する必要があります。 

 基本方針です。様々な地域課題に未来志向で向き

合い、課題解決に向けて、民間の柔軟な発想やアイ

デア、新たな技術などを取り入れるため、企業や団

体、大学などと連携、協働し、新しい価値の創造を

目指します。 

 概要です。１つは、民間事業者等からの共創事業

に関する提案受付と共創の推進です。２０２４年度

から開始した民間事業者等からの共創事業提案制

度等を活用し、地域の課題解決に向けて民間事業者

との対話を実施し、課題解決につなげるよう取組を

行っていきます。 

 ２つ目は、民間事業者等との連携に関する先進事

例の調査研究です。全国の自治体、民間事業者との

情報交換等を通じ、共創事業の事例を調査研究し、

本市の課題解決に生かしていきたいというふうに

考えております。 

 私からは以上です。 

○委員長（村岡 峰男） 続いて、ＤＸ・行財政改革

推進課、橋本課長、どうぞ。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（橋本 直紀） よろし

くお願いいたします。 

 ５ページをご覧ください。ＤＸ及び行財政改革の

推進です。 

 現況と課題です。本市のこれまでの行財政運営に

おいては、多様化する市民のニーズを十分にキャッ

チできないまま公共サービスを提供し続けるとい

う現状がありました。その結果、市民や受益者のニ

ーズが公共サービスに反映されていない、サービス

の内容が社会情勢の変化に対応できてないなどの

課題が多く残されています。 

 基本方針です。第５次豊岡市行財政改革大綱の目

指す姿、「限られた資本と多様性を生かし、市民の

視点で公共サービスが持続可能な状態で提供され

ている」を実現するための取組を進めます。 

 概要です。１、自分ごと化会議の継続実施です。

昨年度はバスをテーマに議論いただきました。 

 ２です。市民共創オンラインプラットフォームの

導入の検討です。オンラインなどのデジタル技術を

活用し、市の目指す姿、現状、課題等を市民と共有

し、市民から解決、改善策等に関するアイデアや意

見を募る等により、幅広い市民ニーズが政策形成過

程に反映される仕組みの導入を検討したいと思い

ます。 

 ３です。地域内配送の検討、実証を継続します。

昨年度に引き続き、但東地域において、市民と共に

持続可能な地域内配送手法の構築を目指し、地域活

性化起業人による日本郵便からの人材と共に住民

と意見交換や実証等に取り組みます。 

 ４です。豊岡スマートコミュニティ推進機構事業

の継続です。「みんな×エール」の開催、市民向け

アプリ「Ｔｏｙｏｏｋａ ｉＤＯ」の推進、それか

ら福祉モビリティーの実証等、デジタル技術を活用

して、多様性、フラットでスマートにつながるコミ

ュニティを構築することに寄与する事業推進をア

シストします。 

 ６ページをご覧ください。５、地域活性化起業人

の起用です。豊岡市とつながりが強い大手企業であ

る日本郵便、ＫＤＤＩ、東京海上日動火災保険から

人材を１人ずつ受け入れ、外部、民間の視点や専門

知識を生かしてＤＸ、市民共創等を推進します。 

 ６、ＢＰＲ、ＢＰＯの推進、これも継続です。デ

ジタル技術を活用を念頭に、業務プロセスの抜本的

な見直しを行い、さらなる市民サービスの向上と業

務の効率化を目指します。また、委託可能な業務の

洗い出しを行い、コスト削減や職員の業務負担軽減

を目指します。 
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 ７、生成ＡＩの導入です。職員が行うあらゆる業

務に関して、生成ＡＩの活用を検討し、業務の効率

化と質の向上を図る取組を行います。 

 ８、オンライン申請の拡充です。２０２８年度末

に手続等のオンライン化１００％を実現するため、

２０２５年度中には新たに１５０の手続をオンラ

イン化することとします。上記６のＢＰＲに包含さ

れます。 

 ９、Ｘｍｅｅｔｉｎｇの実施です。これも継続で

す。若手職員を中心にチームを編成し、業務の効率

化や働きがいのある役所への変革に向けたアイデ

アを出し合い、庁内全体の取組へつなげるＸｍｅｅ

ｔｉｎｇを引き続き開催します。 

 １０、働きやすい、働きがいのある市役所プロジ

ェクトの推進です。２０２４年度行った全職員アン

ケートから、市役所内の組織のコミュニケーション

やマネジメントの在り方についての課題が明らか

になりました。２０２５年度は、そのことを受けて、

管理職研修、職員の声に対する改善策を検討、実施

するなど、働きやすい働きがいのある組織風土の醸

成に資する取組を進めます。 

 続きまして、７ページをご覧ください。自治体情

報システム標準化でございます。 

 現況と課題です。住民記録などの２０業務システ

ムの標準化は、地方公共団体情報システムの標準化

に関する法律において行わなければならないとさ

れています。この２０業務システムは、２０２５年

度までにガバメントクラウド上に構築された標準

準拠システムに移行することとされていました。し

かしながら、全自治体が一斉に標準化システムへの

移行を求められているため、システムベンダーの対

応がネックとなり、やむを得ない場合には期限をお

おむね５年延長するように基本方針が改定された

ところです。 

 基本方針です。本市においては、住民記録、市税

等の主要業務を保守している業者からの遅延申入

れを受けて、２０２５年度までに移行する業務を３

業務とし、残り１７業務については、２０２８年度

までの移行を目指すこととします。 

 概要です。（１）標準仕様と現行業務の差異、こ

れはフィット＆ギャップと呼んでますけども、分析

です。（２）ガバメントクラウド接続のためのネッ

トワーク等の環境構築。（３）標準準拠システムへ

の移行、これはデータ移行、業務フローの変更も含

みます。（４）連携システムの改修。（５）文字の

標準化でございます。 

 事業期間は、先ほど申し上げました２０２８年度

までに完了したいと思っております。 

 今年度の事業については３業務、戸籍、戸籍付票

及び生活保護業務の標準準拠システム移行、それか

ら連携システムの改修、これを予定しています。以

上です。 

○委員長（村岡 峰男） 続いて、行政管理部財政課、

長谷川次長、どうぞ。 

○行政管理部次長（長谷川幹人） ８ページをご覧く

ださい。財政健全化の推進です。 

 現状と課題。２０２５年度予算は、社会保障関係

経費や人件費等の経常的経費が増加する中、市民の

日々の暮らしを着実に支え続けることを念頭に、後

年度の行財政運営に配慮した編成としました。 

 主要な歳入であります市税につきましては、定額

減税の影響はなくなることから、前年度当初予算と

比較しまして約３億９，０００万円増の９７億２，

９９２万円というふうにしております。 

 普通交付税につきましては、人事院勧告に伴う給

与改定による人件費増額分の一部が措置されると

見込みまして、４億円増の１５２億円、特別交付税

につきましては、除排雪経費の増加を見込みまして、

７，０００万円増の２２億円というふうにしており

ます。 

 ふるさと納税につきましては、引き続き好調に推

移するということを見込みまして、約４億１，１２

０万円増の１５億１，１２０万円としております。 

 ２０２５年度末の一般会計の市債残高見込みに

つきましては、３５９億円と年々減少しております

が、自主財源比率は３３．６％と見込まれており、

依然として厳しい財政状況であると。また、実質公

債費比率につきましては、２０１６年度の１１．
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８％から増加し、２０２５年度につきましては１４．

６％というふうに見込まれまして、高止まりしてる

といったことから、市債発行額の抑制に努めるなど、

将来世代への負担を考慮した慎重な財政運営が必

要であるというふうに考えてます。 

 基本方針につきましては、未利用地の売却、貸付

け等の歳入確保の推進、経常的経費の抑制、公共施

設マネジメントなどの実行に取り組みまして、不安

定なふるさと納税だけに頼るのではなく、持続可能

な行政サービスに向けて財務体質の確立を図りた

いというふうに考えてます。 

 概要としましては、１、長期財政見通しに基づく

財政運営。将来予測の的確な把握に努めまして、持

続可能な行財政運営により市民の日々の暮らしを

着実に支え続ける。 

 ２、関係団体を含めた財政健全化への対応等とし

まして、市全体の財政健全化のため、公営企業、第

三セクターに係る経営状況を把握に努めたいとい

うふうに考えてます。 

 ３つ目、自主財源の確保としまして、債権管理マ

ニュアルの担当職への周知徹底を図りまして、債権

の適時適切な管理を行うとともに、徴収面の強化に

努めたいというふうに考えてます。 

 次のページ、４、受益者負担の適正化としまして、

使用料及び手数料につきましては、昨年度、適正な

料金体制であることをという観点で検証を行いま

した。ただ、減免制度等、市全体として統一的な運

用になっていないといった課題がありましたので、

引き続き負担水準の見直し、検証作業を継続してい

くというふうに考えてます。以上でございます。 

○委員長（村岡 峰男） じゃあ、続いて、資産活用

課、植田課長、どうぞ。 

○資産活用課長（植田 孝志） 資料のほうの１０ペ

ージをご覧ください。公共施設マネジメントの推進

ということで、まず、現況と課題です。公共施設の

老朽化が進み、その更新が課題となっており、財政

負担を考慮した上で、保有量の最適化、総量の縮減

を図ることが必要となっています。そのような中、

計画的な保全等による長寿命化に合わせ、延べ床面

積を削減することを目標とした公共施設等総合管

理計画や公共施設再編計画、個別施設計画を策定し、

地域デザイン懇談会で市民の皆様のご意見も伺い

ながら、持続可能な行財政運営に寄与するため、公

共施設マネジメントに取り組んでいく必要がある

と考えております。 

 基本方針としては、施設の更新、長寿命化、統廃

合等を行うことにより、財政負担の軽減、平準化を

図るとともに、未利用資産等の有効活用を図ってい

くこととしております。 

 概要としては、４点上げています。１点目、公共

施設再編計画の改定です。個別施設の方向性を明ら

かにすることを目的に、公共施設再編計画を２０１

６年度に策定し、１０年間を計画期間と定めていま

した。２０２５年度が計画の最終年度であり、２０

２６年度から始まる次の１０年間の計画を策定す

ることとしております。 

 ２点目、学校跡地の利活用です。廃校となった学

校跡地について、行政や公共的団体により使用しな

い場合は、民間事業者等への売却や有償貸付けなど

による利活用を推進することとしております。 

 ３点目、未利用施設等の処分及び利活用です。学

校跡地以外のそのほかの未利用土地や建物につい

ても、売却や貸付けなどによる利活用を推進するこ

ととしております。 

 ４点目、行剤財産の占用使用に伴う経費負担の検

討です。行政財産の建物を目的外使用として占用使

用する者から使用料とは別に光熱水費等の実費を

負担していただいていますが、負担を求める範囲の

拡大を検討することとしております。 

 説明は以上です。 

○委員長（村岡 峰男） 続いて、消防本部、中地消

防本部参事。 

○消防本部参事（中地  修） よろしくお願いいた

します。 

 １９ページをお開きください。それでは、市民の

安全と安心を確保する消防行政の推進につきまし

てご説明いたします。 

 まず、現状と課題についてご説明いたします。 
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 １の人材育成ですが、（１）の消防業務につきま

しては、経験豊かな職員の退職と火災件数の減少に

伴い、若手から中堅職員の経験不足を補うため、訓

練などによって現場対応力の向上を図る必要があ

ると考えております。次、（２）番の救急業務につ

きましては、高齢化社会の進行とともに、救急需要

の増加や救急業務の多様化に対応するため、救急隊

員のフォローアップ体制の構築が必要であると考

えております。（３）の予防業務につきましては、

立入検査や完成検査では、火災予防に関する専門的

な知識が必要であるため、各種研修会を実施しまし

て、現場の指導力の向上を図る必要があると考えて

おります。 

 次に、２の働きやすい職場環境の推進ですが、職

員のチャレンジ精神や自主性を尊重しまして、業務

の適性、効率化を図る必要があると考えております。 

 続きまして、基本方針です。これまで実施してき

ました若手、中堅職員の教育プランをブラッシュア

ップさせ、幅広い知識や技術を習得した人材育成を

図る。また、職場環境や業務配分を見直ししまして、

働きがいのある環境を構築することといたします。 

 続きまして、概要についてご説明いたします。 

 １の人材育成につきましては、（１）といたしま

して、各種現場対応マニュアルに基づきまして、体

系的、段階的な訓練を実践し、組織的な災害対応能

力の向上を図ることといたします。（２）といたし

ましては、救急隊員の教育体制として、ウェブ学習

システムの利用や引き続き救急技術指導者により

ます教育を継続的に実施するとともに、新たに症例

発表の機会を設けまして、職員間で経験や知識を共

有し、現場対応能力の向上を図ることといたします。

（３）といたしましては、若手職員への予防業務の

継承は継続し、また、主任級、係長級を含めた現場

対応技術の向上、法規制の理解を深めることを目的

に各種研修会を実施することといたします。 

 最後に、２の働きやすい職場環境の推進につきま

しては、各課、署所間における業務配分の偏りを改

善するため、棚卸しを実施し、業務量及び休暇取得

の均衡性を図り、仕事と生活の調和の取れる職場風

土を醸成していくことといたします。 

 消防本部につきましては、以上です。 

○委員長（村岡 峰男） 当局の説明は終わりました。 

 委員の皆さんから質疑等があればお願いします。 

○委員（芹澤 正志） 質問いいですか。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（芹澤 正志） すみません、ＤＸの推進のと

ころで……。 

○委員長（村岡 峰男） ページ、ページ。 

○委員（芹澤 正志） ページは５辺りなんですけど、

５ページからになりますけども、ここには直接書い

てはないんですけども、学校施設、体育館とか音楽

教室の予約のシステム等のとか、あとカードキーの

受渡しのところで、かなりの苦情とか要望とかが出

てると思いますけども、現在の改善の進捗を分かっ

たら教えてください。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（橋本 直紀） ２月の

ほうから順次スタートをさせていただいているシ

ステムでございますけども、日々要望だったりとか、

改善点っていうのをお受けしております。それにつ

いては、都度対応してるんですけども、今日も早速

とある団体の方からちょっと要望があるというこ

とで、お越しいただくということになってますんで、

できるものから早く対応していきたいと思ってま

す。ただ、具体的なとこはちょっと私ども把握でき

てないのが実態です。よろしくお願いします。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（芹澤 正志） かなり年配の方が諦めてほか

の施設を探したりとか、非常によろしくないやの状

況が今たくさん耳に入ってますので、ぜひとも早急

な対応をお願いしたいと思います。 

○市長公室長（谷口 雄彦） ちょっと。 

○委員長（村岡 峰男） はい。 

○市長公室長（谷口 雄彦） ご指摘のとおりいろい

ろいただいておりまして……。 

○委員長（村岡 峰男） お名前。 

○市長公室長（谷口 雄彦） システムそのものの導

入に対する不平だとか不満っていうことではなく
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て、デジタルのシステムを入れたことによって、自

分たちが使えなくなるんじゃないかっていう誤解

であったり、オンライン決済できますよということ

が減免が利かなくなるっていうような誤解であっ

たりということで、かなり広報に問題があるという

ふうに思っています。デジタルの導入と併せて、こ

れまでどおりのアナログのやり方もしっかり残し

てますので、そこをしっかり伝えていく努力をして

いきたいと思います。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（芹澤 正志） そうですね、アナログの併用

っていうのがまだかなりあまり知られてなかった

もんで、特に振興局はそれなりの対応できてても、

どうしてもこっちのほうが苦情が多いんではない

かなと思います。よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（村岡 峰男） いいですね。 

 ほかに、どうぞ。 

○委員（西田  真） 委員長、よろしいか。 

○委員長（村岡 峰男） はい、どうぞ。 

○委員（西田  真） ちょっと２点ほどお尋ねしま

す。６ページの５番ですね、地域活性化起業人の起

用ということで、日本郵便、えっ、ちょっと待って

よ、あっ、そうそう、日本郵便、ＫＤＤＩ、東京海

上日動火災保険から人材を１名ずつ受け入れて専

門知識を生かしてＤＸ、共創等を推進するというこ

とで、もうちょっと深く説明していただければと思

います。 

 そして、７番目の生成ＡＩの導入なんですけど、

このＡＩの導入というの、各自治体、いろんな問題

どうのこうのいうのがあったと思うんですけど、豊

岡市としてこの導入を決めたんは、ほかの自治体も

参考にされとると思うんですけど、ほとんどの自治

体が生成ＡＩの導入をされてるかどうかも含めて、

この２点、ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（橋本 直紀） 失礼し

ます。まず１点目……。 

○委員長（村岡 峰男） またお名前を。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（橋本 直紀） あっ、

すみません。まず、１点目、地域活性化起業人の起

用でございますけれども、３名の起業人を受け入れ

させていただきます。まず、日本郵便ですけれども、

これについて、昨年度から取り組んでいるドローン

の配送であるとか、あと、郵便局と連携というよう

なところで活躍していただきたいなというふうに

考えております。 

 それから、ＫＤＤＩからも１名来ていただきます。

これについては、市民と共創による地域ＤＸという

ことで、ＴＳＣの事業の中も含めて活躍をしていた

だきたいなというふうに思ってます。地域にどんど

ん入っていただくようなことを考えております。 

 それから、もう１名、東京海上日動ですけども、

この方については、副業型という、派遣型と異なる

副業型ということでお越しいただきます。月に１日

以上、それから２０時間以上の従事をいただくとい

う形態でお越しいただきます。なれば、東京にいら

っしゃる時間も多いというようなことで、官民連携

でありますとか、官官連携時のギャップ解消、そん

なところで同席いただくようなことで考えていた

だいております。 

 それから、７番の生成ＡＩの導入に関してですけ

ども、研究のほうは順次進めさせていただいており

ます。今年度についても予算要求においてチャレン

ジはしたんですけども、今のところは予算査定では

ゼロということですが、一刻も早く導入をさせてい

ただきたいなというふうに考えております。以上で

す。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） 日本郵便の提携者は日本郵便

のドローンちゅうのは但東町の分でよろしいんで

すかね。（「はい、そうです」と呼ぶ者あり） 

 あと、ＫＤＤＩ、地域に入って実際にどういうこ

とをされるのかというのと、そして東京海上日動火

災の副業的に月に１日とかいうのは、東京のほうに

おられて、リモートでされるということ、主にリモ

ートでされるということか、それともう一つ、生成

ＡＩの関係なんですが、ほかの自治体の動向はどう

かっちゅうのもちょっと答弁になかったんでお尋
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ねします。よろしくお願いします。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（橋本 直紀） すみま

せん、ＫＤＤＩの方の関係ですけども、例えばです

けども、今、私どもが思ってるのは、ＴＳＣで展開

をしている市民向けのアプリ、「Ｔｏｙｏｏｋａ 

ｉＤＯ」の中で、もう少し普及を高めたいというふ

うに考えてますので、そこを切り口に入っていただ

きたいというふうに考えております。 

 それから、東京海上日動の関係ですけども、この

方については、こちら豊岡にいらっしゃるのが１日

以上、それから２０時間以上の従事ということです

ので、おおむね東京のほうでも活躍いただけるとい

うことですので、こちらとしては、例えばですけど

も、霞が関の省庁なんかに折衝に行くようなときに

同行いただいて、双方のギャップを埋めていただく

ような、ファシリテートしていただくようなことを

考えております。 

 それから、生成ＡＩの導入の状況ですけども、申

し訳ございません、私のほうで今ちょっと手元に資

料、持ち合わせておりませんので、またご報告させ

ていただきます。以上です。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） それの後でまた委員長のほう

に出していただければ、私どもに回ってきますんで、

よろしくお願いします。 

 そして、東京海上日動火災のほうは、霞が関のほ

うに同行されたりとかいうことですけど、リモート

で業務をされるということはないんですか。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（橋本 直紀） もちろ

んリモートのほうでも十分仕事をしていただける

環境にあります。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） ぜひそういう格好で、リモー

トも今、普及してますんで、そういうことで業務を

進めていけると思いますんで、ぜひ活用していただ

くようによろしくお願いします。 

 委員長、以上です。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○市長公室長（谷口 雄彦） お問合せのあった他の

自治体での導入状況なんですけども、総務省の調べ

ですけれども、令和６年７月の調べです。都道府県

でいいますと、５１．１％が導入済みで４４．７％

が実証実験中ということで、ほぼ全ての都道府県が

導入もしくは実証実験をしてるというような状況

です。指定都市になりますと４０％が導入済みで５

０％が実証実験中ということで、指定都市におきま

してもほぼ全て多くの都市が導入をしてるという

ことになります。その他の市町村なんですけども、

導入済みが９．４％で実証実験中が１５．７％です

ので、おおむね４分の１程度ということになってお

ります。 

○委員（西田  真） 了解しました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（村岡 峰男） 続いてどうぞ。 

 どうぞ、岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） １０ページの資産運用課です

ね、公共施設マネジメントの推進に関連して、一番

下の概要の４番目です。行政財産の占有使用に伴う

経費負担の検討とありまして、行政財産の建物を占

用使用する者から使用料とは別に実質負担を求め

る範囲の拡大を検討するということになってます

けども、具体的にどういうようなことを考えておら

れるのか、今時点で分かればですね、教えてくださ

い。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○資産活用課長（植田 孝志） 今実際、例えば各振

興局の庁舎だとか健康福祉センターなんかに空き

スペースを目的外で占用使用されている団体って

いうのたくさんあるんです。そこについては、使用

料、目的外使用料については使用されてる団体とか、

目的によって、免除だったり減免をしてる状況なん

です。ただ、実際使われてる経費として光熱水費は

頂いているっていう例が多いんですけども、同じよ

うな業務をほかの民間の施設を使って行っている

団体との公平性を考えると、例えば光熱費だけでは

なくって、今ちょっと例として挙げさせていただく

と、自動ドアの保守点検だとか、そういった分の負
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担も少しずつぐらい、ご負担いただいてもいいのか

なというような考え方もあって、今実際は光熱水費

だけを頂いてるとこが多いんですけども、それ以外

にももう少し負担をいただくべきなのではないか

なということで、その辺りの検討をしたいというふ

うに今のとこは考えております。以上です。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（岡本 昭治） 検討しようという理由につい

ては、今の使用料以外に経費が少しかかってる、当

然かかるわけですけどね、その部分が大きくなって

いるので、利用者の方に、あっ、使用者っていうん

ですかね、ちょっと言葉難しいですけど、負担して

もらうということでよろしいでしょうか。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○資産活用課長（植田 孝志） 今おっしゃってると

おり、もう少しご負担をいただきたいというふうに

考えてますので、その範囲をもう少し考えていただ

きたいなというふうに思っております。以上です。 

○委員（岡本 昭治） 分かりました。 

○委員長（村岡 峰男） いいですか。 

○委員（岡本 昭治） はい。 

○委員長（村岡 峰男） ほかどうですか。ありませ

んか。 

 ないようですので、これで前半の部の質疑を終了

します。 

 ここで、委員の皆さん、当局職員の皆さんからそ

れ以外で何かありましたらご発言願います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） ありませんか。 

 ないようですので、前半の部を終了したいと思い

ます。 

 それでは、当局職員の皆さんは、ここで退席いた

だいて結構です。お疲れさまでした。 

 ここで暫時休憩します。再開は１０時半。 

午前１０時０４分休憩 

──────────────────── 

午前１０時３０分再開 

○委員長（村岡 峰男） それでは、休憩前に引き続

き委員会を再開します。 

 後半は、総務部、くらし創造部、市民部税務課、

各地域振興課、会計課、選挙管理委員会事務局の職

員に出席を要請しておりますので、ご了承願います。 

 それでは、３番の自己紹介に入ります。 

 今回は年度当初の委員会であり、４月の人事異動

で当局職員に異動がありましたので、ここで出席者

の皆さんに自己紹介をお願いをしたいと思います。 

 まず、正副委員長、次に委員、続いて当局職員、

最後に事務局という順でお願いします。 

 なお、当局職員は、委員会名簿順で、マイクを使

用してお願いをします。 

 改めまして、委員長を仰せつかってます村岡です。

昨年まではジェンダーギャップ推進を担当しなが

ら、女性は１人だったんですが、今日びっくりしま

した。女性が６人、７人ですか、さすがジェンダー

ギャップの成果が表れたのかなと感心してます。村

岡です。よろしくお願いします。 

○委員（芹澤 正志） おはようございます。副委員

長の芹澤でございます。引き続きよろしくお願いい

たします。 

○委員（石田  清） 委員の石田です。よろしくお

願いします。 

○委員（西田  真） おはようございます。委員の

西田です。よろしくお願いします。 

○委員（岡本 昭治） おはようございます。委員の

岡本です。よろしくお願いいたします。 

○委員（芦田 竹彦） おはようございます。委員の

芦田でございます。どうぞよろしくお願いします。 

○委員長（村岡 峰男） じゃあ、当局お願いします。 

○総務部長（宮代 将樹） 失礼します。おはようご

ざいます。総務部の宮代です。引き続きどうぞよろ

しくお願いいたします。 

○総務課長（大形 昌民） 総務課長の大形と申しま

す。よろしくお願いいたします。 

○総務部次長兼人事課長（岡  亮吾） おはようご

ざいます。総務部次長兼人事課長の岡です。引き続

きよろしくお願いいたします。 

○くらし創造部長（谷岡 慎一） おはようございま

す。くらし創造部長の谷岡と申します。３年目にな
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ります。ジェンダーギャップ対策におかれましては、

議会側におかれましてもどうぞよろしくお願いし

ます。 

○総務課参事（山本 慎二） 総務課参事の山本と申

します。どうぞよろしくお願いします。 

○人事課参事（植田 真美） おはようございます。

人事課参事の植田と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。 

○くらし創造部長（谷岡 慎一） 失礼しました。も

う一回いいですか。おはようございます。３年目に

なります。くらし創造部長の谷岡です。どうぞよろ

しくお願いします。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） おはようございま

す。遅れてきましてすみません。地域づくり課長を

仰せつかっております宮田です。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○多様性推進・ジェンダーギャップ対策課長（原田紀

代美） おはようございます。多様性推進・ジェン

ダーギャップ対策課長の原田と申します。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○多様性推進・ジェンダーギャップ対策課参事（道下

  一） おはようございます。同じく多様性推進・

ジェンダーギャップ対策課、道下です。よろしくお

願いします。 

○税務課長（塚本 尚見） おはようございます。税

務課長の塚本でございます。よろしくお願いします。 

○税務課参事（和田 征之） おはようございます。

税務課参事、和田です。よろしくお願いします。 

○城崎振興局地域振興課長（木村 弥江） 失礼しま

す。おはようございます。城崎振興局地域振興課長

の木村と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○竹野振興局地域振興課長（小林 昌弘） おはよう

ございます。竹野振興局地域振興課長をしておりま

す小林です。引き続きよろしくお願いします。 

○日高振興局地域振興課長（吉田 政明） 失礼しま

す。日高振興局地域振興課長の吉田です。引き続き

よろしくお願いいたします。 

○出石振興局地域振興課長（三宅  徹） 失礼しま

す。出石振興局地域振興課課長の三宅です。よろし

くお願いいたします。 

○但東振興局地域振興課長（大岸 勝也） おはよう

ございます。但東振興局地域振興課の大岸です。よ

ろしくお願いします。 

○会計課長（西村 嘉通） 失礼します。会計課長の

西村でございます。よろしくお願いいたします。 

○会計課参事（高木智佳子） 失礼します。会計課参

事の高木です。よろしくお願いいたします。 

○選管監査事務局長（中奥  実） 選挙管理委員会・

監査委員事務局の中奥です。よろしくお願いします。 

○事務局主幹（山本 雅彦） 失礼します。事務局の

山本です。よろしくお願いします。 

○委員長（村岡 峰男） こぼれはないですね、落ち

は。 

 ありがとうございました。 

 今年度は、当分の間、このメンバーで委員会審査

を対応していただくことになりますので、よろしく

お願いいたします。 

 それでは、４番の協議事項に入ります。 

 まず、委員会所管事項の事務概要についてを議題

といたします。 

 まず、当局から一通りの説明を受けた後、各委員

から質疑等を受けたいと思います。 

 なお、委員の皆さん、当局の皆さんは、質疑、答

弁に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡

潔明瞭に行うなど、スムーズな議事進行にご協力を

お願いをいたします。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用して発言者名を名のってから行ってい

ただきますように、ご協力をお願いします。 

 それでは、当局から、ページ順で説明願います。 

 まず、総務部人事課、岡次長、どうぞ。 

○総務部次長兼人事課長（岡  亮吾） それでは、

１１ページ、人材の確保をご覧ください。 

 まず、現況と課題についてです。本市の目指すま

ちの将来像「小さな世界都市－Ｌｏｃａｌ ＆ Ｇ

ｌｏｂａｌ Ｃｉｔｙ－」の実現に向け、限られた

経営資源を最大限に活用しながら、持続可能な行政
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サービスを提供していくためには、本市行政の将来

を担う人材の計画的な採用、育成が重要となってき

ます。人材育成は、採用で８割が決まるとも言われ

ており、人材の確保は、最大限重要視すべき施策で

あると考えています。中でも専門職の受験者の確保

は厳しい状況にあり、今後さらに受験者数の減少が

危惧されることから、多様で効果的な採用方法を検

討していく必要があると考えています。 

 基本方針としましては、１つ目として、国内全体

の採用環境が激化していく中、安定的な組織運営を

図るため、計画的な新規採用による人材確保ととも

に、人材育成基本方針、キャリアデザインアクショ

ンプランなどに基づきまして、人事制度の活用や各

種研修機会を通じた人材開発を図ることとしてい

ます。 

 ２つ目として、安心して働ける職場環境を確保す

るために、ハラスメントの防止及び対応指針に基づ

き、外部相談窓口を活用するなど、ハラスメントの

ない風通しのいい職場づくりに向けた啓発、研修に

注力していきます。 

 概要として、主な取組を２つ上げています。１つ

目は、職員採用試験の取組についてです。新卒採用

の早期化への対応や受験機会の拡大、そして、より

意欲を持った人材の確保を図るため、昨年度に引き

続き、前期日程（７月試験）と後期日程（９月試験）

に区分し、前期日程（７月試験）を中心に職員採用

試験を実施します。また、人材確保が難しい土木技

術職などについては、通年募集による採用方法の検

討を行うとともに、退職者の再雇用（カムバック採

用）についても今後研究を進めていきたいと考えて

います。 

 ２つ目は、職場内ハラスメントの防止、解消に向

けた取組です。職場内ハラスメント（パワハラ、セ

クハラ、マタハラ等）を防止、解消するため、ハラ

スメントに関する正しい理解と対応力を身につけ

させる研修機会の提供と相談環境をさらに充実さ

せるため、引き続き外部相談窓口を設置することと

しています。 

 説明は以上です。 

○委員長（村岡 峰男） 続いて、植田参事。 

○人事課参事（植田 真美） 続きまして、１２ペー

ジ、キャリアデザインの推進と人材育成をご覧くだ

さい。 

 まず、現況と課題についてです。キャリアデザイ

ン後期アクションプランに掲げる全ての職員が能

力を発揮し、市民の暮らしを支えている状態を目指

し、引き続き一人一人の学びによる成長をまちの成

長につなげるための取組を進めます。 

 ２０１８年度から毎年度実施している職員意識

調査で、２０２４年度は、働きがいの項目について、

肯定回答率が前年度比で３．７ポイント増加し、７

９．１％となりました。また、９０．３％の職員が

仕事を通して成長したいと回答し、８５．４％の職

員が成長する機会があったと答えており、職員が学

びによる成長を実感できるようになってきている

結果と言えます。 

 上司とのキャリアサポート面談の場で、上司から

部下への期待を言葉で伝えることが定着してきて

おり、８０．０％の職員が自分に何を期待されてい

るのかを知っていると回答し、働きがいの意識が向

上した理由の一つと考えられます。 

 目標の一つである女性の管理職比率は、２０２５

年度１８．６％となり、前年度の１５．３％と比べ

３．３ポイント上昇しました。上位の職を担いたい

職員は、性別にかかわらず、年代が上がるにつれ肯

定回答率が低くなっておりまして、特に女性と男性

の差を解消することが課題となっています。今後、

職員の定年が段階的に引き上げられ、職員一人一人

のキャリア形成への対策が求められるなどの課題

に対し、取組を推進していく必要があると考えてい

ます。そのためにも、キャリア外部相談窓口の充実

も図り、全ての職員の自律的なキャリア形成を支援

していきたいと考えています。 

 次に、基本方針としましては、引き続き自律的な

学びの意識向上を重視し、職員の自律的なキャリア

形成支援、スキルアップのための平等な機会の提供、

課長級を中心とした人材育成体制の充実、働きやす

い職場風土の実現、キャリア形成機会の男女格差の
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解消を柱に進めていくこととしています。 

 概要として、職員の成長を支える仕組みの整備、

管理職の部下のキャリア形成支援、職場のジェンダ

ーギャップ解消などを目指し、主な取組を４つ上げ

ています。 

 １つ目は、キャリアサポートシートの作成と面談

による部下のキャリア形成支援、２つ目は、外部視

点を活用した階層ごとに必要なスキル向上などの

研修機会の提供、３つ目は、ｅラーニング研修の実

施（コミュニケーション能力、ハラスメント防止、

メンタルヘルスなど必要なスキルの習得）、４つ目

は、職員意識調査の実施としています。 

 人事課からは以上です。 

○委員長（村岡 峰男） 続いて、くらし創造部地域

づくり課、宮田課長、どうぞ。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） よろしくお願いい

たします。 

 それでは、資料の１３ページをお開きいただきた

いと思います。まず、１つ目、地域コミュニティの

推進です。 

 こちら現況と課題といたしまして、集落単位での

地域の運営が困難になりつつある中で、２０１７年

４月に全２９地区で地域コミュニティ組織を立ち

上げていただいております。市では、２０２０年２

月に地域コミュニティの将来像など、地域の目指す

基本的方向性を示した地域コミュニティビジョン

を策定し、各地域コミュニティでも地域づくり計画

を策定していただいているところでございます。地

域における課題解決や魅力の創出を行っていくこ

とが大事なことであるというふうに考えておりま

す。 

 基本方針といたしまして、市と中間支援組織であ

りますちいきのてとが協働いたしまして、昨年度策

定いたしました後期地域コミュニティアクション

プランに基づきまして、継続的に地域コミュニティ

組織を支援してまいりたいというふうに考えてお

ります。 

 概要といたしまして、本年度の主な事業として、

以下５項目を上げさせていただいております。まず、

１、地域コミュニティ組織への財政支援ということ

で、組織運営、活動のための経費といたしまして、

コミュニティづくり交付金の交付、そして住民の生

活機能の維持、確保の取組強化などに対しまして、

地域コミュニティ組織からの手挙げ方式によりま

して、活動促進事業交付金を交付いたしております。 

 ２、地域コミュニティ活動への支援といたしまし

て、各地区が策定した地域づくり計画実行のための

助言、あるいは全てのコミュニティセンターへ地域

マネジャーの派遣、そして３つ目といたしまして、

地域運営における各種相談対応を行ってるところ

でございます。 

 ３番目、豊岡市地域コミュニティビジョンの実現

に向けた取組といたしまして、地域づくり戦略会議

の開催であります。これにつきましては、まちづく

りの専門家から市の取組に対しましてアドバイス

をいただくというものでございます。（２）地域づ

くり職員ネットワーク会議といたしまして、市職員

による会議で、今年度は後期アクションプランにご

ざいますチェックシートの作成に取り組むという

ことを考えているところでございます。 

 ４、島根大学との共同研究調査ということで、こ

れまでからお世話になっております島根大学の作

野先生を窓口といたしまして、島根大学と行政区の

機能低下を補完する実組織としての地域コミュニ

ティ組織が設立されてるとこではございますが、な

かなか行政区の補完機能の役割を十分に果たせて

いないというふうに考えられることから、島根大学

と行政区の実態把握や行政区、地域コミュニティ組

織との関係について調査研究を行うこととしてお

ります。対象地域といたしましては、人口集積地域、

中間地域、山間部のそれぞれ１地域、合わせて３地

域に入っていきたいというふうに予定いたしてお

ります。 

 ５番、コミュニティセンターの維持、管理という

ことで、今年度におきましては、中竹野地区コミュ

ニティセンターの再整備工事と併せまして、中竹野

ふるさと館の一部改修工事を行いたいというふう

に考えているところでございます。 
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 続きまして、１４ページをご覧いただきたいと思

います。移住定住・結婚支援・若者施策の推進です。 

 こちら現況と課題といたしまして、人口減少対策

として定住する若者の増加策と結婚する若者を増

やすための結婚支援策を積極的に推し進める必要

があるというふうに考えております。 

 基本方針といたしまして４点。ＵＩターンの促進、

地域おこし協力隊の推進、結婚支援、若者交流促進

を上げているところでございます。 

 概要といたしまして、移住定住の促進ですが、市

の移住ポータルサイト、「飛んでるローカル」を通

じて情報発信を行っていきたいというふうに思っ

ております。移住希望者の土日の対応でありますと

か、現地アテンド等、暮らしのパーラーさんのほう

にお世話になって実施しているところであります。

また、具体的な移住者やＵＩターンの希望者に対し

ましては、仕事探しサイト「ＴＯＹＯＯＫＡ ＷＯ

ＲＫ ＳＴＹＬＥ」やジョブサポ豊岡等を通じまし

て、周知を図っているとともに、ＵＩターン就職促

進のイベント等で支援をしていきたいというふう

に考えているところであります。また、若者に対し

まして、はたちを祝う会を実施しているところであ

ります。また、（７）番になりますが、移住者の住

まい探しを兵庫県宅建業協会但馬支部と連携して

行い、移住促進に努めていきたいというふうに考え

ているところです。 

 具体的に移住支援といたしまして、移住の検討段

階から実際に移住していただきますまでに、切れ目

のない支援を引き続き行ってまいりたいというふ

うに考えているところであります。また、（３）番

といたしまして、市営住宅をお試し居住、あるいは

移住促進住宅というふうに目的外利用で活用を図

っているところでございます。 

 また、３番ですが、地域おこし協力隊の推進とい

うことでございます。こちらにつきましては、移住

スカウトサービスＳＭＯＵＴを活用した効果的な

募集を通じまして、４月１日現在で２６名の協力隊

員を委嘱しているところであります。この数字につ

きましては、全国でもトップクラスの隊員数となっ

ているところであります。また、地域おこし協力隊

員の活動や起業に向けた支援を行うことによりま

して、活動期間後の定住につなげていきたいという

ふうに考えているところであります。 

 そして、４点目ですが、結婚促進事業といたしま

して、（１）マッチングの事業といたしまして、は

ーとピー、また、縁むすびさん事業、お見合い促進

の事業を継続して実施するほか、民間事業者の皆さ

ん、主に飲食店の皆さんですが、開催いただきます

婚活イベント等に補助をしてまいりたいというふ

うに考えております。また、昨年１０月から地域プ

ロジェクトマネジャーを採用いたしまして、今後も

継続して結婚支援を行っていくための体制の在り

方につきまして、検討を行っているところでありま

す。また、この４月からは、アイティ４階のみらい

応援Ｒｏｏｍのほうに相談窓口事務所を移転しま

して、週末日曜日も含めました日曜日から木曜日に

相談業務に従事しているところであります。相談し

やすい体制づくりに努めているところであります。 

 地域づくり課からは以上になります。 

○委員長（村岡 峰男） 続いて、多様性推進・ジェ

ンダーギャップ対策課、原田課長、どうぞ。 

○多様性推進・ジェンダーギャップ対策課長（原田紀

代美） よろしくお願いします。 

 資料の１６ページをご覧ください。まず、一人一

人を尊重するまちづくりの推進について説明いた

します。 

 現況と課題です。これまでから人権教育や啓発を

進めてきました。全ての施策に多様性の視点を取り

入れ、あらゆる場に多様な人々が参画する「多様性

を受け入れ、支え合うまちづくり」を推進するため

に、２０２５年３月に多様性推進方針を策定しまし

た。また、外国人住民は、市の人口減少が著しい中、

２０２５年３月末現在、１，２４９人で、豊岡市民

の約６０人に１人という状況になっており、年々増

加している状況です。３０の国と地域と多国籍化し

ているとともに、多様なニーズを持った人々が年々

増えております。そのため、コミュニケーション支

援、生活支援、意識啓発と地域づくりなどに係る事
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業をさらに推進していく必要があります。 

 基本方針については、多様性の価値が理解され、

まちづくりや経済活動の中で多様な人々がいきい

きと活動している状況を目指し、基本構想の主要手

段４「多様性を受け入れ、支え合うリベラルな気風

がまちに満ちている」に関する事業を多様性推進方

針に基づき、総合的に推進することとしております。 

 概要についてです。今年度の主な事業を３つ挙げ

ております。まず１つ目は、多様性推進方針に基づ

いた取組についてです。多様性推進・ジェンダーギ

ャップ対策検討委員会において、方針に基づいた取

組の進行管理を行うとともに、性的マイノリティな

どの、新たな人権課題の研究を行います。また、検

討委員会の中にジェンダーギャップ対策と多文化

共生の２つの分科会を置き、それぞれの計画の進行

管理及び改定作業を行います。また、多様性の視点

をあらゆる計画や施策に反映させるため、新たに市

長を本部長とした多様性推進本部会議を設置して、

進捗管理を行うなど、全庁一体となった取組を進め

ます。あわせて、多様性の理解を深めるための研修

会を開催いたします。 

 ２つ目は、人権教育と啓発の推進です。豊岡市人

権教育推進協議会及び但馬地区人権教育研究協議

会との連携、市民ふれあいのつどいなどの啓発事業

やインターネット・モニタリング事業を実施します。 

 ３つ目は、多文化共生推進プランに基づいた各種

事業実施をします。外国人相談窓口に相談員を配置

し、転入者などに豊岡市で生活するために必要な情

報の提供を行うとともに、窓口での手続のサポート

や困り事などの相談などを受け付けます。 

 ４年目となる多文化交流サロンについては、毎月

１回、第２または第４土曜日に外国人市民への生活

オリエンテーションや多文化理解の交流事業など

をアイティ４階のＷＡＣＣＵ ＴＯＹＯＯＫＡや

各地区コミュニティセンターなどで実施します。ま

た、外国にルーツを持つ子供の支援のための研修を

保健師や保育士対象に実施するとともに、市民向け

のやさしい日本語講座なども実施する予定です。 

 市役所業務での多言語対応や日本語教室などの

開催については、市役所窓口に多言語映像通訳、多

言語音声翻訳の端末を配置し、外国人市民との会話

をスムーズに行えるよう対応しています。また、外

国人市民が生活のために必要な日本語を学ぶ機会

を増やすため、転入者を対象にした無料の日本語教

室を開催します。 

 新規事業としましては、多文化共生に関する市民

調査と事業所調査を神戸大学との共同研究で実施

します。調査結果を踏まえ、先に述べました検討委

員会において、市民委員や関係機関と協働して多文

化共生推進プランの改定作業を行います。 

 続きまして、１７ページをご覧ください。ジェン

ダーギャップ解消の推進について説明いたします。 

 現況と課題です。固定的な性別役割分担を前提と

した仕組みや慣習がまだまだ根強く残っており、引

き続き市内事業所や地域、学校などの分野、対象ご

とに意識啓発を進めるとともに、女性のエンパワー

メントを含む人材育成などが必要です。 

 基本方針については、ワークイノベーション戦略、

ジェンダーギャップ解消戦略に基づき、まち全体の

ジェンダーギャップ解消に向けた取組を進め、ジェ

ンダーギャップ解消の必要性を認識し、自分事とし

て行動する市民を増やしていくこととしています。 

 概要です。今年度の主な事業を２つ挙げでいます。

まず１つ目は、ワークイノベーション戦略に基づい

た市内事業所向けの取組です。ワークイノベーショ

ン推進会議の会員事業所が現在１２２社となりま

したが、その事業所を中心に、経営者の意識や行動

改革を進めるとともに、職場内に同性の管理職が少

なく、孤立しやすい女性管理職向けのセミナーを開

催します。また、引き続き市内事業所向けに従業員

意識調査の実施サポートを行うとともに、ワークイ

ノベーション表彰制度「あんしんカンパニー２０２

５」を実施し、先進事例の見える化や事例の共有に

取り組みます。 

 ２つ目は、地域、学校、女性などのジェンダーギ

ャップ解消の取組です。市民の理解拡大と意識、行

動改革を促進するために、対象別の研修会やワーク

ショップを開催します。昨年度に各学校園等に配付
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いたしましたオリジナル絵本「みらいへのつばさを

ひろげて」の効果的な活用などについて、教職員向

けの研修会を実施します。 

 新規事業としましては、豊岡地域リーダー塾２０

２５を開催し、２０代から４０代の男女を対象に、

地域づくりの担い手としてリーダーシップを発揮

し、政策、方針決定過程に参画する人材の育成に取

り組みます。女性の経済的自立支援に向け、引き続

き女性デジタルマーケティング人材の育成とプロ

グラミング人材の育成についても取り組みます。 

 また、ＷＡＣＣＵ ＴＯＹＯＯＫＡ内のみらい応

援Ｒｏｏｍでの各種相談事業を実施しまして、子育

て中の女性などの就労支援、起業支援に取り組みま

す。 

 さらに、新規事業としましては、ジェンダーギャ

ップに関する市民調査、事業所調査を実施します。

調査結果を踏まえ、多様性推進・ジェンダーギャッ

プ対策検討委員会において、市民委員や事業所、関

係機関と協働してジェンダーギャップ解消戦略の

後期計画を策定します。 

 多様性推進・ジェンダーギャップ対策課からは以

上です。 

○委員長（村岡 峰男） 続いて、市民部税務課、塚

本課長。 

○税務課長（塚本 尚見） １８ページをご覧くださ

い。税務課からは、市税の適正課税と収納対策につ

いてご説明いたします。 

 初めに、現況と課題についてです。国の報告によ

りますと、景気は一部に足踏みが残るものの、緩や

かに回復しているとしているが、ただし、物価上昇

の継続が消費者マインドの下振れ等を通じて個人

消費に及ぼす影響や通商政策など、アメリカの政策

動向による影響などが我が国の景気を下押しする

リスクとなっているとなっております。 

 本市におきましても、地域経済の景況感は一定の

回復傾向が見られるものの、先行きについては人手

不足や原材料価格の高騰などにより、悪化が見込ま

れ、税収確保は厳しい状況となることも予想されて

おります。自主財源の確保のため、引き続き市税の

適正課税及び収納対策に取り組む必要があると考

えています。 

 次に、基本方針です。課税客体の的確な把握に努

めるとともに、滞納処分の適切かつ迅速な執行を行

うことで、自主財源の確保を図るとともに、税負担

の公平化を推進するとしております。 

 続きまして、概要です。１つ目は、市税の適正課

税です。市民税については、自主申告を促すととも

に、扶養控除等の調査を実施し、適正課税に努めま

す。また、引き続きｅＬＴＡＸ等を利用した電子申

告の普及を図ります。固定資産税につきましては、

登記簿及び現況調査により、土地異動状況の確認、

未評価家屋の捕捉に努めるとともに、償却資産の実

施調査を行い、適正課税に努めます。 

 ２つ目は、着実な滞納整理の推進です。財産調査

や面談を通じて滞納者の担税力の把握に努め、納付

を促すとともに、担税力以上の滞納については、滞

納処分の執行停止を行うなど、個々の生活実態に即

した滞納の解消策を講じることで、滞納整理を着実

に推進することとしております。 

 最後は、滞納抑止に向けた取組です。税の公平性

の観点から、広く市民への意識啓発に努め、滞納抑

止につなげたいと考えております。口座振替による

納付を推奨することに加え、コンビニ納付やスマホ

収納等の活用を促し、期限内納付の一層の推進を図

ります。また、年２回の一斉催告を中心に、滞納者

に対して定期的に催告状を発送するとともに、さら

に納付のない滞納者については、速やかに滞納処分

を行うことで、滞納の増大を防ぐこととしておりま

す。 

 税務課からは以上です。 

○委員長（村岡 峰男） 当局の説明は終わりました。 

 委員の皆さんから質疑等があればお願いします。

どうですか。 

 どうぞ。 

○委員（石田  清） 人事課に伺います。１１ペー

ジ、外部相談窓口っていう話が２回ほど出てくるん

ですけども、これはどういうところに設置されてい

るもんなんでしょうか。 
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○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○人事課長（岡  亮吾） 外部相談窓口につきまし

ては、２０２２年の６月に、当然外部というだけあ

りまして、外に設置をしておりまして、市役所のい

わゆる外、アドバイザー契約を結んでおりまして、

そのアドバイザーのほうでメールとリモートの部

分で市のほうで負担をしまして、例えばハラスメン

トがあるだとかいうような感じを感じられた方が

なかなか人事課に相談しにくい場合には、そちらの

外部のほうを利用して相談をしていただくという

形の制度設計を行ってるところです。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（石田  清） それは公益通報の窓口にも使

えるものでしょうか。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○人事課長（岡  亮吾） 公益通報の窓口とは別で

考えております。 

○委員（石田  清） それも外部ですか。私、公益

通報の窓口を、兵庫県でもそうだったんだけど、人

事課が持つっていうのについては、不思議に感じと

ったんですけども。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○人事課長（岡  亮吾） 公益通報の窓口を人事課

が持ってるという認識ではございませんでして、あ

くまで外部相談窓口はハラスメント相談がなかな

か内部でしにくい場合に外部のいわゆる専門的な

知識を持っておられる方に相談をするという、あく

までその仕組みをつくってるだけでございますの

で、公益通報窓口とはまた別物ということでご認識

いただければと思ってます。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（石田  清） 公益通報が人事課が担当して

るかどうか分かりませんけどね、公益通報の窓口も

外部に設けられるのかどうかということについて

は、ちょっとお伺いしときたいんですが。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○総務部長（宮代 将樹） 公益通報の窓口なんです

けども、本市の場合は外部というところまでは設け

ておりませんでして、総務部の総務課のほうでその

事務をさせていただいております。以上です。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（石田  清） 人事課よりはいいと思います

けども、公益通報が、市役所の内部の公益通報がそ

こに総務課なら総務課の内部に行くっていうこと

自体は非常に問題じゃないかなというふうに思っ

ておりまして、国なんかは外部に設けると思うんで

すけども、お金の要ることかもしれませんけども、

ちょっと検討されたほうがいいんじゃないかなと

いうふうに思います。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（石田  清） 次に行きますが、直接事務概

要には出てないんですけども、会計課、財政課のほ

うに聞いたこともあるんですが、直接会計課が担当

だということなんでお聞きしますけど、今、債券３

０億円ほどありますよね。その債券、ちょっと需要

がこういうふうに曇り、あるいは大雨ぐらいになっ

てくると、どんと下がってくると思うんですけれど

も、その点の見通し、それからそれをカバーするの

に利息が上がっていくなんてことはないと思いま

すけども、その辺の見通し、よろしくお願いします。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○会計課長（西村 嘉通） 債券につきましては、ご

指摘のように、現在３０億円程度保有しておりまし

て、いずれも購入いたしましたのがマイナス金利時

代のものでございまして、現状でいいますと利率の

悪い状況にはなっております。ただ、まだ償還まで

の期間が残っておりますし、例えば売ってしまうと

その時点で損が出るということで、そちらは当面満

期まで持ち続ける予定にしております。利率のほう

が上がってきておりますので、状況を見ながら、追

加で債券の購入というようなことで利益の確保の

ほうは今後図っていきたいというふうに思ってお

ります。以上でございます。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（石田  清） こういう世の中になってくる

と、債券を売却して現金化すると。現金と手元に持

つという動きが始まると思いますけども、そうなり

ますと、利率が上がるかどうかは分かりませんが、
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じたばたする必要はないと思うんですね。満期まで

持っておればそれでいいわけですから、それはそれ

でいいと思うんですけども、ただ、そういう動きの

中で、どういうふうな判断をされてやられるのかっ

ていうことについては、ちょっともう一度お聞きい

たします。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○会計課長（西村 嘉通） おっしゃるように、売っ

てしまうと損が出るという状況に今なっておりま

すので、保有のものについてはそのまま満期まで保

有して、元本が確実に償還されるように考えており

ます。今後につきましては、申しましたように、動

向を見ながら、内部的に公金管理委員会というもの

を関係課で組織しておりますので、そこで協議をし

ながら、今後どのような形で投資をしていくのか、

どのタイミングでどれぐらいというようなところ

は計画を立ててやっていきたいと考えております。

以上でございます。 

○委員長（村岡 峰男） よろしいですか。 

○委員（石田  清） はい、よろしいです。 

○委員長（村岡 峰男） ほかの方どうぞ。 

 どうぞ。 

○委員（西田  真） ちょっと何点か確認させてく

ださい。先ほどの石田さんと関連するところなんで

すけど、外部の相談窓口なんですけど、これは外部

にアドバイザー契約でされておるということで回

答があったんですけど、メンバー的などんなメンバ

ーとか、そして人数、そして職員への周知方法をお

聞かせいただければと思います。それがまず１点と、

そして１２ページのほう、女性の管理職の比率が１

８．６％で増えてることは非常に結構なことだと思

いますけど、目標的な数値があればお聞かせいただ

きたいのと、そして女性自身、職員自身の管理職へ

の登用の意欲があるかどうか、管理職にはなりたく

ないよとかそういう意向が把握されとったら、その

辺も教えていただきたいと思います。 

 そして、地域づくり課のほうです。人口減少に伴

うコミュニティの組織、今は２９コミュニティがあ

るんですけど、これの将来的な統合計画みたいなん

は人口減少に伴うことでありますんで、その辺があ

るかどうか、その辺もお聞かせください。 

 それから、もう１点、税の自主申告のほうですけ

ど、電子申告、どれぐらい普及してるかいうのも教

えていただきたい。 

 そして、滞納があるんですけど、この滞納のほう、

いろいろと努力はされていることとは思いますけ

ど、税の公平性もありますんで、滞納はどれぐらい

あるんか、それは年々減少しているんかも含めて回

答いただければと思います。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○委員長（村岡 峰男） 順次、答弁願います。 

○人事課長（岡  亮吾） まず、１つ目、外部相談

窓口につきましてですけども、昨年度の例でいきま

すと、６名、相談員の方がいらっしゃいます。例え

ばもともとスバルだとかホンダ、そういった民間、

大手食品メーカーだとか、リクルートというような

ところの企業で働いてる方、副業の方もいらっしゃ

いますので、そういった方の特に人事部門の経験さ

れてる方という方々で相談員のほう行っていただ

いてるということでございます。 

 周知方法につきましては、職員の意識啓発という

ことで、例年４月、上半期、下半期１０月あたりに

この辺の外部相談窓口含めたハラスメントの防止

施策ということで職員に周知啓発を行っておりま

すので、その辺りで外部相談窓口の利用についても

周知啓発を行っているということでございます。 

 それから、管理職の部分、女性管理職の意向の部

分でございますけど、やはり今現在のいわゆる５０

歳以上の職員の割合といきますと、大体男性が８割、

女性２割というような比率になっておりますので、

なかなかここの部分を上げていくということは非

常に難しいと思っておりますけども、できる限り女

性の管理職比率を上げていきたいというふうに取

り組んでおるとこでございまして、一応ジェンダー

ギャップの解消戦略のところでは、２０２５年度の

目標数値は２０％ということになっておりまして、

ちょっと若干足りていないということがございま

すけども、引き続きこの辺り、意識を持ちまして、
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当然、意欲のある女性管理職の登用ということで、

引き続き上げていきたいと思っております。意識調

査の結果を見ますと、例年、上位の役職、管理職を

担いたいというところの数値というのは、やっぱり

三十五、六％台というようなところにとどまってお

りますので、この辺りの比率意識をいかに上げてい

くかということにも関連してこようかと思ってお

りますので、この辺りも取組を考えていきたいとい

うふうに思ってるところでございます。以上です。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） ２９あるコミュニ

ティ組織につきまして、人口減少を見据えて統廃合、

そういったものが今計画されてるのかどうかとい

うことに対しまして、お答えさせていただきたいと

思います。 

 こちらにつきましては、先ほど少し触れましたが、

２０２０年に地域コミュニティビジョンを策定い

たしまして、しっかりと行政区とかで対応できない

課題につきまして、コミュニティ組織が中心となっ

て解決していこうということで、こちら１０年の計

画になっております。また、具体的に、それの実現

を図るために、アクションプランということで、昨

年度、後期アクションプランを策定いたしたところ

であります。将来的にはそういったものも課題にな

ってくるのかもしれませんが、現時点におきまして

は、２９のコミュニティ組織がしっかりと地域の課

題を自分たちで解決できるような組織になってい

くことを目指しておりますので、統廃合につきまし

ては、現在のところ、考えてることはございません。

以上であります。 

○委員長（村岡 峰男） まだありましたね。（「税

務課」と呼ぶ者あり） 

 どうぞ。 

○税務課長（塚本 尚見） 税の申告についてという

ことでしたが、住民税の申告のほうでよろしいでし

ょうか。 

 住民税の申告のほうは、ｅＬＴＡＸではなくて国

のほうのｅ－Ｔａｘのほうで申告していただくよ

うになっておりますので、すみません、こちらでは

資料はございません。 

 滞納額が減っているかのご質問についてですが、

まだ６年度の徴収率等出ておりませんが、４年度、

５年度と徴収率上がってきておりまして、５年度は

９９．３％ということで、今までで一番徴収率が上

がってきております。滞納額についてですが、それ

も減少しつつあるというところです。徴収率につき

ましては、今年度も同程度、昨年と同程度ぐらいに

なる予想にしております。以上です。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） ありがとうございました。も

う少し質問をさせていただきたいと思うんですけ

ど、岡課長のほうから意欲のある方、当然、意欲の

ある方が管理職になっていただかなければ駄目な

ことではありますけど、２０％の目標ということで、

ちょっと足らないということでありますけども、女

性自身がその割合が２割ぐらいしかいないという

ことで、なかなか難しいかと思ってますけど、やは

り女性の登用も、意欲のある方ですけど、ぜひそう

いうことも検討しながら、目標を超えるぐらいな登

用していただければ、よりよく豊岡市の中も、職場

の中もよくなると思いますし、その辺も含めてよろ

しくお願いしたいと思います。 

 ちなみに、そういう管理職になりたくないよとい

うような考えの人もかなりあるということでしょ

うか。その辺は確認はできてますか。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○人事課長（岡  亮吾） 例年、職員意識調査とい

うのを行っておりますので、そこの割合で見ますと、

管理職に上がりたくないという割合が多いという

ことは調査結果でも出ておりますので、特に４０代、

この世代っていうのが、やはり子育てとの両立です

とか、人間関係の悩みとか、そういったこともちょ

っと結果で表れておりますので、この辺りの４０代

の職員の意識づけというようなところでは、研修を

中心に引き続き意識啓発を行っていきたいという

ふうに考えております。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） 管理職が非常に、どういいま
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すんかいね、管理職を見たときに、いや、もう非常

に大変だないうのが見え過ぎとるんちゃうんかな

と思ったりもするんで、ぜひその辺は、総務課も含

めてね、人事課も含めて、管理職になるように、な

るべくその辺のアプローチも含めて押し上げてい

ただきたいと思いますんで、その辺も含めてよろし

くお願いしたいと思います。ぜひよろしくお願いし

ます。 

 課長、もう一つ。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○人事課長（岡  亮吾） 当然ながら、今後１０年、

２０年、先を見ますと、人口も当然減ってきますし、

職員数も当然それに伴って減らしていくというよ

うな当然のことだと思っておりますし、特に２０代、

３０代あたり、この職員が今後１０年、２０年後の

豊岡市を背負っていくんだというようなところも

含めて、キャリア階層別研修ということを取り組ん

でおりますので、引き続き、そこを重視しながら進

めていきたいというふうに考えております。以上で

す。 

○委員（西田  真） ぜひよろしくお願いします。 

 それから、地域づくりのほうなんですけど、今現

在は考えていないと、コミュニティの統廃合ですね。

これはやっぱり将来的含めて、今どんどん人口減少

が進んでいる最中でありますし、将来ビジョンに見

ても人口減少、かなり減っていくということがあり

ますんで、将来的にはその辺のコミュニティ組織の

統廃合はすべきだと思っておりますけど、課長とし

てはどういう考えでしょうか。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 今、統廃合を進め

ていって、より強い組織をつくっていくべきではな

いかというふうなご提案かなというふうに思った

りはしておりますが、地域におきまして、小学校の

統廃合進んでいく中で、地域をよりよくしていくた

めの拠点といたしましては、やはりコミュニティ組

織っていうのはこれからも必要な組織ではないか

なというふうに思っております。 

 ただ、その中で、地域におきまして、やはりこの

組織を維持していくのが苦しいというのが今後出

てくるようなことがございましたら、また今後のビ

ジョンの策定、改定に当たりまして、そういったご

意見も踏まえて対応していくべきかと思いますが、

現時点におきまして、私の個人的な意見にはなりま

すが、しっかりとコミュニティ組織が活躍していた

だきまして、しっかりと地域が明るい楽しい地域に

なっていく拠点になっていけばなと、それの応援を

していきたいなというふうに思っておりますので、

統廃合という部分につきましては、まだ少し個人的

には考えてないというところでございます。以上で

す。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） 地域のコミュニティは地域づ

くりのために必要不可欠だと当然思っております

けど、将来的には人口減っていくのが目に見えとる

んで、その辺の将来的な話をしておりますんで、そ

の辺も含めて考えていただきたいと思いますんで、

この統廃合の話は地域から上がってきて、それを受

けてされるんか、行政的に統廃合必要ですよって地

域住民に話を進めていくんか、その辺のやり方はど

うなんでしょうか。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） ありがとうござい

ます。現時点におきましては、私どもといたしまし

ては、重ねてになりますが、１０年計画であります

地域コミュニティビジョンに基づきまして、しっか

りと地域コミュニティ組織が地域の課題解決担っ

ていただきまして、行政が行き届かないところを住

民の皆さんで解決していただくという部分を応援

していきたいというふうに考えております。 

 したがいまして、今後の課題といたしましては、

そういった人口減少は進んでいく中で、本当に地域

としてもとてももたないというふうなことも出て

こようかと思いますが、やはり統廃合が進むという

ことになりますと、エリアが広がっていくというこ

とになりますので、一概にそれで統廃合したからと

いって、その地域が引き続き元気のある地域でい続

けられるかという部分というのは分かりませんの
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で、今後、地域ビジョンが２０３０年までの計画と

なっておりますが、それに固執はするわけではござ

いませんので、人口減少も急速に進んでおりますの

で、必要に応じまして繰り上げての改定も考えてい

くかと思いますが、現時点におきまして、行政のぼ

うから統廃合どうでしょうという形はないのかな

と。今の時点では、仮定の話ではございますが、地

域から相談があった時点では真摯に向かい合って

いきたいとは思っておりますが、行政側からお声が

けをして統廃合という部分にはまだ至ってないと

いうふうに理解いたしております。以上です。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） 当然、地域の拠点として必要

不可欠だとは思いますけど、人口減少、再三言いま

すけど、そういうのが目に見えとるんで、その辺を

検討することも必要かなと思ってますんで、よろし

くお願いしたいと思います。 

 あと、税務課のほうなんですけど、ｅ－Ｔａｘの

ほうの割合いいますんかね、申告割合がちょっと分

からないということでありましたけど、また委員長

のほうにお知らせいただければと思います。そうし

たら委員のほうに回ってきますんで、よろしくお願

いしたいと思います。 

 あと、滞納のほうなんですけども、税の公平性が

第一でありますんで、徴収率は９９．３％、非常に

いいと思いますけど、これはやっぱり１００％にす

べきだと思ってますんで、その辺はしっかり滞納者

がなくなるような、一生懸命されとることは分かっ

てますよ、分かってますけど、さらに滞納がゼロに

なるように、これからも一生懸命頑張っていただき

たいと思いますので、よろしくお願いしときます。 

 以上です、委員長。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（芦田 竹彦） ２点ほど。先ほど多様性のと

ころで、豊岡はかなり外国籍の人が増えたんだなと

いうことを思って聞いておりました。１，２００何

ぼだったか。数年前だったら大体人口の１割ぐらい

やったやけど、１％か、これがパーセント、どんど

んやっぱり毎年上がっていくなという感じが持っ

てるんですけども、多様性の中で、研修会の開催と

いうのが項目があって、これ開催の頻度であるとか

パイであるとか、そういったことをもう少し教えて

ほしいなという、お困り事であるとか、そういった

ことに寄り添っていくべきだなというふうに感じ

がしとりますので、教えていただきたいのが１つと、

それからジェンダーギャップ解消のことにつきま

しては、豊岡は非常に先見的な取組ということで、

我が党の国会議員も国会で取り上げてやったぐら

いになってるんですけども、他市町からも結構視察

に来るということも聞いておりますけども、もっと

もっとジェンダーギャップの解消の推進をやる意

味では、広く予算も確保しながら、どんどん進めて

いただきたいなということを思っておりますが、そ

の点についてもちょっと教えていただきたいとい

う、この２点。 

○委員長（村岡 峰男） どうですか。 

 どうぞ。 

○多様性推進・ジェンダーギャップ対策課長（原田紀

代美） 外国籍の方がどんどん増えているというこ

とで、今１．６％占めている状況になっております。

特に研修の種類ですが、多様性に関する研修会は今

年度、職員と市民向けを１回開催する予定にしてい

ます。先ほど申し上げましたような形で、実際に外

国にルーツのある子どもへの支援に関わっている

保健師や保育士を対象にしたものであったり、外国

人の方に分かりやすく伝えるために、やさしい日本

語を学んでいただく研修会も個別で計画をしてお

りますので、全体で見ますと年間５件ぐらいの研修

会を予定しているところです。 

 ジェンダーギャップ解消に関する視察などにつ

きましては、かなり件数も増えてきておりまして、

昨年度で視察が６０件、取材で１３件、講演で１９

件という実績です。財源は、地方創生推進交付金で

あるとか、地域女性活躍推進交付金などを活用させ

ていただきながら進めている状況です。予算規模と

しましても、今年度は調査研究などがございますの

で２，０００万円を超える状況になっているんです

けれども、一般財源が約２割程度で、多くのところ、
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国の交付金や、企業版ふるさと納税などに頼ってい

るような状況です。今後、予算の財源確保などにも

努めながら、取組を推進できるように検討していき

たいと考えております。以上です。 

○委員（芦田 竹彦） ありがとうございます。多様

性のところにつきましては、研修会の開催が年に１

回とか数回予定されてるんだけど、要はね、お困り

事に対しての、その方のお困り事に対しての相談窓

口もこの研修会ってするんでなくて、もっと小単位

でというか、困ってる方の相談体制をやっぱり強化

すべきだなということが思いますので、そちらのほ

うにも力を入れていただきたいということでござ

います。 

 それから、ジェンダーギャップのほうにつきまし

ては、豊岡市が取り組んでいることで、予算も拡充

されて、一般財源からもちょっと引っ張り出してい

るということでありますので、ぜひとも進めていた

だきたいということ、これは意見として言わせてい

ただきます。以上です。 

○委員長（村岡 峰男） 答弁もいいですか。 

○委員（芦田 竹彦） 答弁いいです。 

○委員長（村岡 峰男） どうですか、ほか。 

 どうぞ。 

○委員（岡本 昭治） １３ページの地域づくり課、

地域コミュニティの推進というところなんですけ

ども、コミュニティができて何年かになんですけど

も、当初の目指す方向は指定管理者制度を導入して

いくというようなことを考えておられたというふ

うに思ってます。いろんな事情があって、なかなか

進んでないというような状況も確認取れてるんで

すけども、ここに来て再度指定管理者制度を進めよ

うという動きがあるという、これは正式な情報かど

うか分からないんですけども、お聞きしたんですけ

ども、その点はどうでしょうか。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） ありがとうござい

ます。指定管理者制度につきまして、委員ご指摘の

とおり、ビジョンにおきましても、本来であれば既

に全てのコミュニティが指定管理に移行してると

いう予定だったというふうに認識しております。そ

の中で、途中一度、指定管理者制度は目指さないん

だというような話が広まったというふうにも聞い

ておりまして、ただ、私ども地域づくり課といたし

ましては、引き続き可能な地域から順番に指定管理

者制度を導入していきたいなというふうな思いは

今も持たしていただいております。 

 ただ、やはり指定管理者制度になったときのメリ

ット、デメリットっていう部分、特に地域の皆さん

にとって何かメリットがあるのかっていう部分は

十分にまだ整理できてなく、ご提示できてない状況

なのかなというふうにも思ったりいたしますので、

再度そちらにつきましては、早期に課内のほうでも

整理をしながら、１つでも２つでも指定管理者制度

に関心があるところにお話を持っていきながら、２

９の地域コミュニティ組織が指定管理者として受

けていただけるということは、一応今のところ、そ

の方向性は持ったままということでご理解いただ

けたらなというふうに思います。以上です。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○くらし創造部長（谷岡 慎一） 委員ご指摘のとお

り、全部がやるということについては、そこはでき

ないですねということであったんですが、これまで

も指定管理者制度をやらなくていいといった旗を

上げたことはありません。これまでもずっと指定管

理者制度やってくださいということは続いていて、

必ず２０２２年度やらなきゃいけないということ

が、その旗は下ろしたということですので、そこは

ぜひご理解ください。 

 先ほども課長申し上げましたけれども、そうはい

っても我々としては指定管理者制度をやってほし

いという意欲は変わっておりませんので、どういう

形で支援をしたり補足をすることによって皆さん

がもっとやりやすい状況になるかについては、模索

していきたいと思っています。以上です。 

○委員（岡本 昭治） 分かりました。 

 もう一つ話が出てましたジェンダーギャップの

解消の推進ということで、同僚もお話しされてまし

たけども、他の市町で自治体のほうからたくさん研
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修が来られて、豊岡の成果を確認されて勉強されて

いっておられると思うんですけども、多分数字的に

はいろんな数字が出てくると思いますけど、担当さ

れてる部長としての肌感覚的に進んでますよ、ジェ

ンダーギャップ進んでますというようなとこはど

うなんでしょうか。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○くらし創造部長（谷岡 慎一） いろんな事業にお

いてはかなり進んでいて、事業の成果というものは

出てると思います。例えば女性に対して起業の支援

をやったり、また、デジタルマーケティング支援、

人材育成の支援をやっています。こういったことも

あって、実は起業の数、この６年ぐらい見てみると、

実は実に６割ぐらいを女性なんです。女性のほうが

起業の数が多いっていう状況になっています。そこ

を見てみると、確かにやっぱり女性の進出っていい

ますか、女性の活躍というのかは確かに進んでいる

ところがあります。 

 一方で、豊岡市全体の事業所の管理職の数はどう

なのかとか、そういったことが多分皆さん目指され

るというか、お聞きになられると思うんですけども、

そこはそこまで何ていうんですか、我々がいろんな

ところから注目集めてるような形での突出した形

で成果は上がっているというのはなかなか見いだ

せないと思っています。ですけれども、今先ほど申

し上げた事業ベースでは、様々いろんなところで成

果が上がってるとこありますので、そこは面といい

ますか、全体としてもそういった形で成果が上がる

ようなことは意図していきたいと思ってますし、ま

た、これも今年度から多様性推進の本部を部長級以

上、市長、副市長、部長級で立ち上げるんですが、

豊岡市の仕事を全体それはジェンダーギャップで

あるとか多様性推進になってるのかどうかってい

うことを検証するような機会はこの豊岡市役所に

ありませんでした。いろんな事業やってきましたけ

れども、先ほど課長申し上げたとおり、今年度は２，

２００万円も事業費かけていろんな事業やってま

すけれども、そこは言わば外づけディスクみたいな

もので、豊岡市全体で事業が８００億円強あるとし

ても、そこの自体の検証っていうの今まで全くなさ

れてなかった。担当者ベースではいろんな議論があ

ったと思いますけれども、組織全体としてはされて

ませんでしたので、そこは今年度からそういった豊

岡市の市役所の中の事業の見直しについても図っ

ていきたいと思ってまして、こういった中で成果が

生まれてくればいいなと思っています。以上です。 

○委員長（村岡 峰男） いいですか。 

○委員（岡本 昭治） ありがとうございました。 

○委員長（村岡 峰男） ほかにはございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） じゃあ、ないようですので、

これで後半の部分の質疑を終了いたします。 

 ここで、委員の皆さん、当局職員の皆さんから何

かありましたらご発言を願います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） 当局もありませんか。 

 それでは、ないようですので、当局の皆さんはご

退席いただいて結構です。お疲れさまでした。 

 じゃあ、もうしばらくお付き合いを願います。 

 次は、（２）の委員会の重点調査事項についてを

議題といたします。 

 ３ページにこれまでの重点調査事項のまま今年

度の案としております。こちらをベースに本日の事

務概要の説明を踏まえた上で、ご協議をいただきた

いと思います。 

 どうぞ。 

○委員（西田  真） このままで結構だと思います。 

○委員長（村岡 峰男） ９項目ですね。 

○委員（西田  真） はい。 

○委員長（村岡 峰男） ほかの方、どうですか。 

○委員（芦田 竹彦） いいと思います。 

○委員長（村岡 峰男） いいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） それでは、あまりにも早い

ですね。（「別に早くない」と呼ぶ者あり） 

 それでは、これまでの９項目で異議がないようで

すので、重点調査事項については以上のように決定

しました。９項目です。 
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 続いて、５番ですね、その他に入ります。 

 その他、委員の皆さんのほうから何かあればお願

いをいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） ありませんか。（「はい」

と呼ぶ者あり） 

 管外視察も終わりましたね。（「はい」と呼ぶ者

あり） 

 じゃあ、以上をもちまして総務委員会を閉会いた

します。お疲れさまでした。 

午前１１時３５分閉会 

──────────────────── 

 


